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意味論についての研究である(譜例目次・資料目次・論文梗概・ Summary : xvii 頁;本文・べンデレツキ作品リス
ト・参考文献: 145 頁)。
本文は「序章」、 「第 1 章 ソノリスティカークラスターの原形質J 、 「第 2 章様式引用の問題」、 「第 3章音
と言葉の関係」、 「第 4 章 調の多元性が意味すること」、 「第 5 章 《ウトレニア 1 ))に見る死と生の表象」、
そして「終章」からなる。





前言語的に有する「恐れの感覚J こそが、変質したソノリスティカの、第 1 の姿であると論じている。
第 2 章では、以上の原クラスターのなかに過去の様式が取り込まれ、新しい様相が見られるようになった段階につ




































いえるであろう。 2004 年 2 月 12 日に行われた公開口頭審査においては、ソノリスティカという、本来方法論で、あっ
たものが、表現内容の問題に転化していることについての疑義や、クリステヴァ等の哲学を援用することの妥当性に
ついての懸念、また、本来もっと扱うべき作品があるのではないかという指摘、さらに、譜例の呈示の仕方等、いく
つかの間題点が挙げられたが、申請者はこれらの聞いに対して的確に答え、あるいは研究者としてふさわしい解答を
示すことができた。本論文については、主題となる作曲者が現存の人物であり、作曲家研究の観点から、なお実証的・
歴史的研究の展開も課題であろうが、これらの点は、近い将来において解決されうるものと思われる。よって本論文
を博士(文学)の学位を授与するのに充分な価値を有するものと認定する。
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